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開
発
の
成
果
を
紹
介
す
る
市
川
氏

バ
イ
オ
マ
ス
か
ら
高
効
率
エ
タ
ノ
ー
ル
合
成

疎繹
断

発
酵
法
に
優
位

東
京
農
業
大
学
、
積
水
化

学
工
業
、
長
崎
総
合
科
学
大

学
の
３
者
は
共
同
で
、
木
材

や
ソ
ル
ガ
ム
、
バ
ガ
ス
、
稲

わ
ら
な
ど
多
様
な
草
木
バ
イ

オ
マ
ス
を
ガ
ス
化
し
化
学
合

成
し
て
、
高
効
率
に
バ
イ
オ

エ
タ
ノ
ー
ル
を
製
造
す
る
実

証
実
験
に
成
功
し
た
。
バ
イ

オ
ガ
ス
か
ら
エ
タ
ノ
ー
ル
を

直
接
合
成
す
る
の
は
世
界
初

だ
と
い
う
。
木
質
バ
イ
オ
マ

ス
ー

ント

（
乾
燥
重
量
）
か

ら
、
９９
晰
エ
タ
ノ
ー
ル
が
５

１
３
♂
グ
ラ
ム
製
造
で
き
、

コ
ス
ト
は
．
周
４５
～
８。
円
で

の
製
造
が
見
込
め
る
。
発
酵

さ
せ
て
製
造
す
る
手
法
と
比

べ
、
材
料
を
選
ば
な
い
点
や

収
率
が
高
く
低
コ
ス
ト
な
点

な
ど
を
訴
求
し
、
実
用
化
に

つ
な
げ
た
い
考
え
だ
。

こ
れ
は
、
農
林
水
産
省
の

委
託
事
業
と
し
て
開
発
。
こ

の
合
成
シ
ス
テ
ム
で
は
、
１

ント
の
木
質
バ
イ
オ
マ
ス
か
ら

９７
晰
エ
タ
ノ
ー
ル

（他
の
３

晰
は
主
に
酢
酸
）
が
４
１
０

ロキ
グ
ラ
ム
、
ほ
か
メ
タ
ン
ー

０
０
立
方
房
が
得
ら
れ
る
。

こ
れ
を
副
生
メ
タ
ン
の
改
質

と
循
環
な
ど
を
組
み
合
わ
せ

れ
ば
５
１
３
♂
グ
ラ
ム
に
な

る
が
、
メ
タ
ツ
を
都
市
ガ
ス

と
し
て
そ
の
ま
ま
利
用
す
る

け護
礼
集磋
紳

］ぼなり方「でも検討を

前
段
の
ガ
ス
化
技
術
は
長

崎
総
合
科
学
大
学
の
坂
丼
正

康
教
授
ら
が
開
発
し
た
も
の

で
、
多
様
な
バ
イ
オ
マ
ス
を

一高
温
の
水
蒸
気
で

一
酸
化
炭

素
と
水
素
の
合
成
ガ
ス
に
す

る
。
そ
れ
を
後
段
の
、
東
京

農
業
大
学
の
市
川
勝
客
員
教

授
グ
ル
ー
プ
と
積
水
化
学
工

業
が
共
同
開
発
し
た
エ
タ
ノ

ー
ル
直
接
合
成
装
置
で
、
ロ

ジ
ウ
ム
系
触
媒
を
用
い
て
エ

タ
ノ
ー
ル
に
す
る
。

市
川
氏
は

「バ
イ
オ
マ
ス

の
収
集
価
格
な
ど
で
製
造
コ

ス
ト
も
変
動
す
る
が
、
合
成

ガ
ス
が
１
立
方
房
当
た
り
７

～
‐５
円
に
な
れ
ば
、
エ
タ
ノ

ー
ル
は
４５
～
８。
円
で
で
き
る

可
能
性
が
あ
る
」
と
話
し
て

い
る
。
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